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　目下制作中のRPG「盈虚都市」の使用素材だが、当然画像関連は一部を除いて大多数が自作の月本国素材で固めることになる。逆に音声関連は作者の技術と時間の都合もあって自作量産というわけにも行かず、大多数を他サイト様の力に頼ることになる。
　ここ数日検索エンジンをたどって片っ端からBGMと効果音を探しまくっている。だがこれを書いている現在もまだ終わっていない。単に「ツクール系素材サイト」といっても星の数ほどあるのだ。そこで数多くの素材屋からいかに欲しい素材を厳選するか？　以後は音声素材を主体として書き続けることになるが、画像素材にあてはまる要素も多いだろうから何かの参考になれば幸いである。
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　今まで数多くのツクール作品をプレーしたのだが、RTP以外の外部素材についての印象はやはり「有名どころの需要が強い」ということである。いや、ほぼ依存しているといっても過言ではない。
そりゃ有名どころの素材は質・量共にツクーラーを十分満足させるものであるから需要が集まるのは当然である。だが、それが仇となって作品のオリジナリティーを損ねているという印象もまたある。外部素材もここまで多くの作品で同じものが使われると半ばRTPのように見栄え・聞き栄えが新鮮ではなくなってしまっている。
有名どころを物色していてものすごく使いたい素材が多くあるのだが、いずれも既に多くのツクール作品で登場していた。別に使っても何ら問題ないのに何故か手が出せない。これも作者のひねくれ根性によるものか…？それもあるが、最大の理由は「フリーゲームレビューやツクーラーとしてプレーをされると確実にマンネリ視される」ということなのである。
重要な場面で何度も聞いたことのある曲を使ってしまっては、たとえ画像をほぼ自作で揃えても音声で新鮮味に欠ける評価をされてしまうのは避けられない。さて、どうする？
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それが嫌だったら完全自作で揃えるか依頼するしかないのが定めなのだが、完璧に誰もが使ったことの無い素材を揃えることはできなくても、あまり有名ではない素材屋まで徹底的に当たればそれなりに新鮮味が出るはずである。そして幸いにも作っているRPGの世界観はマイナーな「ド現代」。よって多くの作品で使われているファンタジー系の素材は根本的に合わないので多分それほど作品間で被ることもない。
　使った後で他の作品と被っているのに気付いたというのならば仕方ないので厳密になり過ぎることもない。だが、不測の事態を考慮して BGMの演奏はすべてコモンイベント化した。「BGMの演奏」たった1行というコモンイベントを曲の数だけ用意…何とも不経済ではあるが、BGMはすべてこれで制御すれば、後で曲を差し替えたくなった時は該当するコモンイベントを一つ操作するだけでまとめて変更できるのだ。かくして、素材集めの環境は整った…。
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さて、何を基準に素材屋を選定するか？使いたいものがあれば何でもかんで…と行きたいところだが、素材屋にはそれぞれ「規約」というものがある。それを守れない事情が1個でもあれば思い切り使いたくても使えない。素材屋はたくさんあるのでそういう場合はパスするのが無難である。
　まず、規約が明確でないところは論外、残念ながら最初からパスするしかない。「不明な点は掲示板やメールで問い合わせてくれ」と書いてあってもである。理由は、問い合わせることにより必ず使わないとバツが悪くなってしまうからである。後になって「やっぱり使わない」とは言い出し辛い。
　規約というのは作る側にとっても使う側にとっても非常に重要なのである。正直「素100」を使ってくれるのが最も分かりやすいのだが、せめてあの中の規約関連の部分だけでも一通り明確にしておいてもらいたいものである。
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　基本的に規約によって使いたいか使いたくないか、そして使って欲しいか欲しくないかは人それぞれの事情や好みで変わるだろう。よって以下は当局での個人的見解となるので参考程度にとどめておいて欲しい。
　先の「後になってやっぱり使わないと言い出し辛い」という事態を想定すると、同様の規約で「DLの際は事前に報告してくれ」というものがある。もちろんこれもパス。事後であれば作品完成時でも問題無いのでOKだが、事前となればやはり手が出し辛い。ゲーム完成までの道のりは果てしなく長いので、制作中に気が変わることなど日常的なのである。
他の規約については完全に人によって事情が異なるだろうが、当局ではあえて先々を考え、「商用利用可」という素材屋のみを選ぶことにした。何年後になるかは未知だが、売る物を作るというのが最終目標だからである。
　後は当局にとって特に気にする規約は無い。年齢制限やアングラ、公序良俗に反するものを作る予定は無いし、コンテスト応募前提のため著作権明記は必須、加工の可否はMIDIの場合ツクール向けにループ処理が入ってさえいれば不要である。最もそれがなされていない場合は加工OKでないとやっぱり使えない。後は強いていえば効果音素材は加工できたほうが都合は良いか…。
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　まずは以上の条件を満たした素材屋を徹底的に検索し、その後で並んでいる素材を吟味するのが効率のよい方法であろう。検索には有名どころの検索エンジンを使うのが現実的だが、実はそこに登録されていない隠れサイトも多い。さてそれをどうやって見つけたら良いか？一つの方法としてはジャンルや世界観が近い作品をDLし、素材提供元を調べるという方法がある。これは意外に有効か…！？
　言い忘れたが、完全に素材だけを作り続ける慈愛の精神に満ち溢れたサイトもあれば、当局のように自ゲーを作るついでに使いたければ持って行け～というようなサイトもあるのは予め考慮した方が良い。後者の素材はほぼ確実に素材作者自らの作品と被るからである。マップチップであれば気にすることもないだろうが、BGMとなると重要な問題だろう。町やジングル、戦闘の音楽は被ってもそれほど気にならないかも知れないが、重要なイベント向けのBGMを使うのはかなり博打要素が強い。
　最もそういう素材に限って完成度が高いので非常に欲しくなるものだが、どうしても使いたければあえて通常の町や戦闘で使うという変化もありか…？
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音声素材は画像素材に比べると素材屋間に生じる作風の差がそれほど気になることはないので、数多くの素材屋から寄せ集めても十分行ける。むしろ100曲以上揃っている素材屋から 20～30曲使うようなことはまずしないほうが良い。１つの素材屋につき最大でも１０曲程度が目安である。そして全体数が少ない素材屋とて侮ってはならない。１～２曲いいのが発掘できるとしめたものである。BGMに関して言えば素材屋はよりマイナーな方が都合は良い。
　最も作者の技術力の差はやはりある。そこはここぞという盛り上がりイベント向けで上級者の作品をぶつけ、通常の町やダンジョンではそれ以外の作品を固めることができれば万々歳ではあるが、そう都合良くも行かないので気に行った曲をここぞという場面で片端から使いまくることにする。この際他作品との被りをいちいち気にしていたらまた迷路にはまってしまうので結局は運任せか…？とはいえやはり自作曲の導入は視野に入れている。
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　MIDI素材を扱う上で最も難儀なのが音源間の聞こえ方の差である。ここは試聴する時からGMの標準的なものに設定するのが現実的だろう。それは最初XGで試聴して一発で使いたくなった曲が、後からGMで聞いたら無残に化けてしまって泣く泣く使用中止になったという教訓によるものである。いずれにせよ最終的な曲の選定はGMと上位音源の両方でやるのが無難である。上位音源もXGとGSとでまた異なるようだが、当局にはGS音源が無いのでXGのみ。もはやGSではまともに聞こえることを願うしかない…。
　さもなければMIDIではなくMP3を使う方法もあるが、MIDIと比べるとあれだけのファイル容量ではネット上で取り扱うのには容量がでかくなり過ぎて現実的ではない。 XPで売るものを作るには高画質に似合うだけの高音質な音楽が要求されるかもしれないが、200xではそこまでしなくても十分というのが当局の見解である。
それにしてもこの音源間の差は何とかならんものなのか…。まあXPでは専用の音源で統一されたが、そこでまた聞こえ方が変わってしまっているので素材屋も四苦八苦しているようである。
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かくして多くの素材屋を地味に当たったのだが、相変わらず前世代的ナローバンド回線の当局にとっては要領良く集めないと実に不経済である。「一括DL」というものがあれば尚良いのだが、そこまで贅沢は言わない。一括DLはユーザーにとっては有難い存在でも、実は素材屋にとっては「持ち逃げ」で確実にアクセスを減らす要因なのである。それでも設置するサイトはやはり太っ腹か…？？？ともかくどんな状況であれ、素材探しはじっくり吟味する時間が必要である。
　結局、RTP・デジファミ音楽堂・自作を除いたとしても採用したMIDI素材屋は１０を超えた。さて、寄せ集めた多くの素材をどう管理するか？完成時、著作権表示での記入漏れや誤字などは論外である。ここはエクセルでも使って全素材の使用明細を作成して一括管理するとよいだろう。素材のファイル名・作者(サイト管理人)・サイト名・URLの他、メールアドレスや報告義務等の規約についても書いておくと尚良い。そして完成時には素材がアップグレードされていたり規約が変わっていたり、はてまたサイトが閉鎖されていたりしないか等をすべてチェックすることも重要である。完成までの道のりは長い。よって素材とて永遠に変わることなくそこにあるものではないのだから…。
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